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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は食道癌における PETSUVmaxと原発巣､転移 リンパ節の諸因子､腫癌細胞
増殖能を検討 したものである｡102例の解析で､転移 リンパ節のSUVmaxと転移 リン
パ節の腫蕩量 に正の相関が認められた｡また､転移 リンパ節単位面積あた りの
suvmaxとKi67labelingindexとも相関が認められた｡反回神経周囲リンパ節の転
移診断精度の検討では､特異度はPETで95.9%､CTで80.5%であった｡精度はPET
で87.3%､CTで78.4%であった｡その結果､PET/CTのリンパ節転移診断では転移
腫蕩量とSUVmaxとの関連を念頭におくべきと結論した｡
実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされており､食道癌の転移診断に
関する重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研 究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
